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      カメラニュース

　

６
月
11
日
、
市
民
館
で
、
第
13

回
「
少
年
の
主
張
」
竹
原
市
中
学

生
話
し
方
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
の
中
学
生
12
人
が
、
家

族
や
友
達
な
ど
人
と
の
つ
な
が

り
、
将
来
の
こ
と
、
事
件
や
災
害

な
ど
社
会
に
対
す
る
考
え
や
思
い

を
、
そ
れ
ぞ
れ
力
強
く
発
表
し
ま

し
た
。

　

竹
原
市
長
賞
に
は
、
家
族
の
一

員
で
あ
る
愛
犬
の
死
に
直
面
し
た

経
験
か
ら
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い

て
語
っ
た
、
吉
名
中
学
校
３
年
、

辰
己
萌
さ
ん
の
「
命
を
預
か
る
覚

悟
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

青
少
年
育
成
竹
原
市
民
会
議
会

キャリア・スタート・ウィークで職場体験学習
　

６
月
13
日
か
ら
17
日
の
５
日

間
、
市
内
４
校
の
中
学
２
年
生
が
、

キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー

ク
と
し
て
約
１
３
０
の
事
業
所
で

職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

峠
下
畜
産
流
通
セ
ン
タ
ー
店
で

は
、
竹
原
中
学
校
の
生
徒
２
人
が
、

カ
ッ
ト
さ
れ
た
肉
の
パ
ッ
ク
詰
め

作
業
や
、
商
品
に
値
札
の
シ
ー
ル

を
貼
る
作
業
を
手
伝
い
、
食
肉

加
工
の
現
場
を
体
験
し
ま
し
た
。

黙
々
と
作
業
し
、
や
り
方
や
コ
ツ

を
聞
く
姿
は
真
剣
そ
の
も
の
。

　

「
１
日
中
立
ち
っ
ぱ
な
し
で
疲

れ
る
」
、
「
お
客
さ
ん
が
多
い
と
き

が
大
変
」
と
、
働
く
こ
と
の
大
変

さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
「
で
も

楽
し
い
」
と
や
り
が
い
や
楽
し
さ

を
発
見
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

思っていること　感じていること

自分たちの言葉で伝える

原田　彩海さん 西村　さいきさん 手島　茅乃さん

吉川　美澄さん 辰己　萌さん 浜浪　雄志くん

寺尾　聡一郎くん 矢野　真由美さん 福中　さくらさん

藤原　浩太くん

面地　紀実さん

佐伯　優哉くん

長
賞
に
は
、
空
・
星
・
月
を
題
材
に
、

デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
く
現
代
社
会

で
の
人
と
の
つ
な
が
り
の
あ
り
方

に
つ
い
て
語
っ
た
、
吉
名
中
学
校

３
年
、
矢
野
真
由
美
さ
ん
の
「
人

と
人
と
を
繋
ぐ
も
の
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

最
優
秀
学
校
賞
に
は
吉
名
中
学

校
が
選
ば
れ
、
10
人
に
は
優
秀
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
が
非
常
に
難
航
し
た
今
年

の
話
し
方
大
会
。
ど
の
主
張
も
発

表
者
の
強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き

て
、
耳
を
か
た
む
け
る
来
場
者
は

深
い
感
銘
を
受
け
て
い
る
様
子
で

し
た
。

　

５
月
29
日
、
市
内
の
小
学
校
で
運
動
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

雨
が
心
配
さ
れ
て
お
り
、
中
通
小
学
校

で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
し
て
開
催
。「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
も
熱
く
な
れ
!!
～
心
を

一
つ
に
中
通
魂
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
雨
雲

を
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
の
元
気
で
、
徒
競
争
、

演
技
、
応
援
合
戦
、
綱
引
き
と
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
進
行
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

終
盤
の
組
体
操
の
演
技
中
に
つ
い
に
雨

が
降
り
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
雨
に

も
負
け
ず
に
力
を
合
わ
せ
て
最
後
ま
で
が

ん
ば
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
、
と
て
も
感

動
的
で
し
た
。

　

結
果
は
白
組
の
優
勝
で
し
た
が
、
全
員

の
思
い
出
に
残
る
運
動
会
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

運動会　雨なんかに負けるもんか！！

▲　　パック詰めされた商品に、

値札のシールを貼っているところ

▼
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　６月４日、忠海床浦の本

立寺で、ゆかた祭が開催さ

れました。雨にもかかわら

ずたくさんの人が来場し、

ステージイベントやグルメ

ブースを満喫。恒例となっ

た「ゆかたファッション

ショー」では、参加者が自

慢の浴衣姿を披露し、お祭

りを盛り上げました。

夏を先取り　ゆかた祭

　６月 12 日、バンブー体

育館で、第 31 回竹原市ふ

れあい運動会が開催されま

した。市内に住む障害のあ

る人が、福祉団体やボラン

ティアの人と共に、リレー

やダーツ、フォークダンス

などを行いました。チーム

内で助け合い、声をかけ合

い、交流を楽しみました。

参加者みんなが笑顔で交流　ふれあい運動会

　６月４日、保健センター

で、「歯っぴーライフ」が

開催されました。「８０２０

表彰」では、80 歳で歯が

20 本以上ある 31 人が表彰

されました。表彰後には、

歯科検診、フッ素塗布、ブ

ラッシング指導などが行わ

れ、歯の健康について学ぶ

良い機会となりました。

いつまでも健康な歯でいるために　～歯っぴーライフ～

　６月５日、下野町大井の

用田農園で、「たけはらで

育てるわたしのお米」の田

植え体験が行われ、市内外

から約 50 人が参加しまし

た。大人も子どもも泥んこ

になりながら自分の田んぼ

に苗を植え、田植えは無事

完了。収穫の秋が楽しみで

すね。

自分ブランドのお米づくりに挑戦

　
～たけはらで育てるわたしのお米～

　５月 25 日、全国各地でチャレンジ

デー２０１６が開催されました。

　チャレンジデーとは、「スポーツで

元気なまちづくり」というスローガン

のもと、毎年、全国で一斉に開催され

る住民参加型のスポーツイベントで

す。市内で 15 分以上継続して運動し

た人の参加率を対戦相手の秋田県美郷

町と競いました。

　今年は、市内の学校・職場などで、

約１万４千人が参加しました。市の職

員も終業後、市民館でラジオ体操やス

トレッチなどの運動をして汗を流しま

した。

　結果、竹原市の参加率は 51.9％、対

戦相手の秋田県美郷町は 66.7％と、残

念ながら勝利とはなりませんでしたが、

２０１４年から３年連続で参加率 50％

超えを達成することができました。

　運動は体の健康だけでなく、心の健

康にも良い影響をもたらしています。

これを機に運動を習慣付け、楽しく気

持ちの良い汗を流して、心と体の健康

を維持していきましょう。

チャレンジデー２０１６に

ご協力ありがとうございました

おめでとうございます

　５月 27 日、竹原山岳会に、西条・

山と水の環境機構から「山水賞」が贈

られました。

　竹原山岳会は、里山のハイキング

コースの整備活動を行っており、その

活動が環境保全に貢献していると認め

られ表彰されました。


